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(54)【発明の名称】 液晶表示装置の駆動方法及び装置

(57)【要約】
【目的】本発明はデータ修正用のメモリの容量を減らす
と共に画質を向上させた液晶表示装置の駆動方法及び装
置に関するものである。
【解決手段】本発明による液晶表示装置の駆動方法及び
装置は修正データと正常入力データの差を算出し、その
算出された差のデータを利用して前記正常入力データを
修正する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  予め修正データを設定する段階と、前記
修正データと正常の入力データの差を算出する段階と、
前記算出された差のデータを利用して前記正常入力デー
タを修正する段階を含むことを特徴とする液晶表示装置
の駆動方法。
【請求項２】  前記差のデータは、その絶対値を算出す
ることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆
動方法。
【請求項３】  前記差を算出する段階は、前記修正デー
タと前記正常入力データを加算する段階と、前記修正デ
ータと前記正常入力データを減算する段階を含むことを
特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】  前記正常入力データを遅延させる段階
と、前記遅延された正常入力データと前記正常入力デー
タを比較する段階と、前記比較結果により前記加算され
たデータと減算されたデータの中のいずれか１つを選択
する段階を更に含むことを特徴とする請求項３に記載の
液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５】  前記選択されたデータは、予め設定され
た前記修正データと同一であることを特徴とする請求項
４に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項６】  前記修正データと前記正常入力データを
加算して予め設定された前記修正データを出力すること
を特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方
法。
【請求項７】  前記正常入力データを上位ビットと下位
ビットに分割する段階と、前記上位ビットを遅延させる
段階と、前記修正データと遅延されていない上位ビット
を加算する段階と、前記修正データと前記遅延されてい
ない上位ビットを減算する段階と、前記遅延された上位
ビットと遅延されていない上位ビットを比較する段階
と、前記比較結果により前記加算されたデータと減算さ
れたデータの中のいずれか１つを選択することで前記修
正データを出力する段階を更に含むことを特徴とする請
求項１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】  前記正常入力データを上位ビットと下位
ビットに分割する段階と、前記上位ビットを１フレーム
期間遅延させる段階と、前記修正データと遅延されてい
ない上位ビットを加算して既に設定された前記修正デー
タを出力する段階を更に含むことを特徴とする請求項１
に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項９】  前記修正データは、前記遅延されたデー
タと遅延されていないデータの相違の有無により選択さ
れることを特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置の
駆動方法。
【請求項１０】  前記修正データは、前記遅延されたデ
ータと遅延されていないデータの相違の有無により選択
されることを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置
の駆動方法。 *
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*【請求項１１】  正常入力データを受ける入力ライン
と、予め設定された修正データと前記入力ラインからの
正常入力データの差を算出してその差のデータを利用し
て前記正常入力データを修正する修正器とを具備するこ
とを特徴とする液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１２】  前記差のデータは絶対値であることを
特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置の駆動装
置。
【請求項１３】  前記修正データと前記正常入力データ
を加算する加算器と、前記修正データと前記正常入力デ
ータを減算する減算器とを具備することを特徴とする請
求項１１に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１４】  前記正常入力データを遅延させるフレ
ームメモリと、前記遅延された正常入力データと前記正
常入力データを比較する比較機と、前記比較機の比較結
果により前記加算されたデータと減算されたデータの中
のいずれか１つを選択する選択装置とを更に具備するこ
とを特徴とする請求項１３に記載の液晶表示装置の駆動
装置。
【請求項１５】  前記選択されたデータは予め設定され
た前記修正データと同一であることを特徴とする請求項
１４に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１６】  前記修正データと前記正常入力データ
を加算して予め設定された前記修正データを出力する加
算器とを具備することを特徴とする請求項１１に記載の
液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１７】  前記正常入力データの上位ビットを遅
延させるフレームメモリと、前記修正データと前記遅延
されていない上位ビットを加算する加算器と、前記修正
データと前記遅延されていない上位ビットを減算する減
算器と、前記遅延された上位ビットと遅延されていない
上位ビットを比較する比較機と、前記比較結果により前
記加算されたデータと減算されたデータの中のいずれか
１つを選択する選択装置とを更に具備することを特徴と
する請求項１１に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１８】  前記正常入力データの上位ビットを遅
延させるフレームメモリと、前記修正データと遅延され
ていない上位ビットを加算して予め設定された前記修正
データを出力する加算器とを更に具備することを特徴と
する請求項１１に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１９】  前記修正データは前記遅延されたデー
タと遅延されていないデータの変化の有無により選択さ
れることを特徴とする請求項１７に記載の液晶表示装置
の駆動装置。
【請求項２０】  前記修正データは前記遅延されたデー
タと遅延されていないデータの変化の有無により選択さ
れることを特徴とする請求項２０に記載の液晶表示装置
の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に関す
るもので、特にデータ修正用のメモリの容量を減らすと
共に画質を向上させた液晶表示装置の駆動方法及び装置
に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】通常、液晶表示装置はビデオ信号により
液晶セルの光透過率を調節して画像を表示する。液晶セ
ル毎にスイッチング素子が形成されたアクティブマトリ
ックスタイプの液晶表示装置が動画を表示するのに適し
ている。アクティブマトリックスタイプの液晶表示装置
に使用されるスイッチング素子としては主に薄膜トラン
ジスタ（以下、「ＴＦＴ」という）が利用されている。
【０００３】このような液晶表示装置は、数式１及び２
から分かるように、液晶に固有の粘性と弾性特性に起因
して応答速度が遅いという短所がある。
【数１】

ここで、τ及びγは液晶に電圧が印加される際の上昇時
間を、Ｖaは印加電圧を、ＶＦは液晶分子が傾斜運動を
始めるフリーデリック遷移電圧（FreederickTransition
  Voltage）を、ｄは液晶セルのセル・ギャップを、γ
は液晶分子の回転粘度をそれぞれ意味する。
【数２】

ここで、τ及びｆは液晶に印加された電圧がオフにされ
た後液晶が弾性復元力により元の位置に復元される下降
時間を、Ｋは液晶固有の弾性係数をそれぞれ意味する。
【０００４】ＴＮモードの液晶応答速度は液晶材料の物
性とセル・ギャップにより変えることができるが、通
常、上昇時間が２０－８０ｍｓであり下降時間が２０－
３０ｍｓである。このような液晶の応答速度は動画の１
フレーム期間（ＮＴＳＣ；１６．６７ｍｓ）より長いた
め、図１のように、液晶セルに充電される電圧が所望の
電圧に到達する前に次のフレームに進行することにより
に動画で画面がかすむようになるモーション・ブラーリ
ング（Motion  Blurring）現象が表れる。
【０００５】図１に示すように、従来の液晶表示装置は
動画を表示する際に応答速度が遅いことにより、データ
（ＶＤ）が１レベル異なるレベルに変化する時、それに
対応する表示輝度（ＢＬ）が所望の輝度に到達せず、望
む色と輝度が表現できない。その結果、液晶表示装置に
は動画像でモーション・ブラーリング現象が表れ、明暗
比の低下により表示品質が劣化する。
【０００６】このような液晶表示装置の遅い応答速度を
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解決するために、アメリカ特許第５，４９５，２６５号
とＰＣＴ国際公開番号ＷＯ  ９９/０５５６７には、ル
ックアップ・テーブルを利用してデータの変化の有無に
よりデータを修正する方法（以下、「高速駆動」とい
う）が提案されている。この高速駆動方法は図２に示す
原理でデータを修正する。
【０００７】図２に示すように、従来の高速駆動方法は
入力データ（ＶＤ）を修正して修正データ（ＭＶＤ）を
液晶セルに印加し、望む輝度（ＭＢＬ）を得る。この高
速駆動方法は、１フレーム期間に入力データの輝度値に
対応する所望の輝度を得ることができるように、データ
の変化の有無に基づき数式１で｜Ｖ２

ａ
－Ｖ２

Ｆ
｜を大

きくすることにより、液晶の応答速度を加速する。従っ
て、高速駆動方法を利用する液晶表示装置は、液晶の遅
い速度をデータ値の修正で補償することで動画像でモー
ション・ブラーリング現象を緩和することにより、所望
の色と輝度で画像を表示することができる。
【０００８】さらに詳細には、高速駆動方法は直前のフ
レーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）それぞれ
の最上位ビット・データ（ＭＳＢ）を比較して最上位ビ
ット・データ（ＭＳＢ）に変化があると、ルックアップ
・テーブルの該当するデータ修正手段（Ｍデータ）を選
択して図３のように修正する。この高速駆動方法は、ハ
ードウェア実現の際にメモリの容量負担を減らすため、
上位ビットだけを修正する。このように実現された高速
駆動装置を図４に示す。
【０００９】図４に示すように、従来の高速駆動装置は
上位ビットバスライン（４２）に接続されたフレーム・
メモリ（４３）と、上位ビットバスライン（４２）とフ
レーム・メモリ（４３）の出力端子に共通に接続された
ルックアップ・テーブル（４４）とを具備する。
【００１０】フレーム・メモリ（４３）は上位ビット
（ＭＳＢ）を１フレーム期間の間保存し、保存されたデ
ータをルックアップ・テーブル（４４）に供給する。こ
こで、上位ビット（ＭＳＢ）は８ビットのソース・デー
タ（ＲＧＢ）のうち上位４ビットに設定される。
【００１１】ルックアップ・テーブル（４４）は、上位
ビットバスライン（４２）から入力される現在のフレー
ム（Ｆｎ）の上位ビット（ＭＳＢ）と、フレーム・メモ
リ（４３）から入力される直前のフレーム（Ｆｎ－１）
の上位ビット（ＭＳＢ）を、下の表１または表２に当て
はめて該当するデータ修正手段（Ｍデータ）を選択す
る。データ修正手段（Ｍデータ）は下位ビット・バスラ
イン（４１）からの下位ビット（ＬＳＢ）と加算されて
液晶表示装置に供給される。
【００１２】
【表１】
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表１において、左側列は直前のフレーム（Ｆｎ－１）の
データ電圧（ＶＤｎ－１）であり、最上側行は現在のフ
レーム（Ｆｎ）のデータ電圧（ＶＤｎ）である。
【００１３】このように４ビットの上位ビットデータ
（ＭＳＢ）だけを修正する高速駆動方法及び装置は、フ
レームメモリ（４３）とルックアップ・テーブル（４
４）のデータ幅が４ビットである。
【００１４】しかし、ルックアップ・テーブル（４４）
のデータ幅が上位ビットデータ（ＭＳＢ）のビット数に
限定されると、ルックアップ・テーブル（４４）に登録
されたデータ修正手段の値の設定範囲がそれにより制限
される。例えば、高いグレーレベルの修正データ値が理
想的な値を有することができず、それより低い値に限定
されると、高いグレーレベルで所望の輝度が得られない
ために画質が劣化する。
【００１５】このような画質低下を抑えて理想的なデー
タ修正をするためには、ルックアップ・テーブル（４
４）に登録されたデータ修正手段のデータ幅が充分に大
きいことが必要で、入力されるソースデータをフルビッ
ト（８ビット）にすべきである。このためにはルックア
ップ・テーブル（４４）のメモリの大きさを増やすこと
が不可欠である。即ち、ルックアップ・テーブル（４
４）に直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム
（Ｆｎ）それぞれからフルビット（８ビット）のデータ
を入力し、ルックアップ・テーブル（４４）に登録され
たデータ修正手段をフルビット（８ビット）に設定する
と、ルックアップ・テーブル（４４）のメモリの大きさ
は６５５３６×８＝５２４，０００ビットまで大きくな
る。ここで、左辺の１番目の項「６５５３６」は直前の
フレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）それぞ
れのフルビットソースデータの積（２５６×２５６）で
あり、左辺の二番目の項「８」はルックアップ・テーブ
ル（４４）内に登録されたデータ修正手段のデータ幅
（８ビット）である。
【００１６】
【課題を解決するための手段】従って、本発明の目的
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は、データ修正用のメモリの容量を減らすと共に画質を
向上させた液晶表示装置の駆動方法及び装置を提供する
ことである。
【００１７】
【発明の構成及び作用】前記目的を達成するために、本
発明による液晶表示装置の駆動方法は液晶表示装置に予
めデータ修正手段を設定する段階と、データ修正手段と
正常の入力データの差を算出する段階と、算出された差
のデータを利用して前記正常入力データを修正する段階
を含む。
【００１８】本発明による液晶表示装置の駆動方法は、
前記差のデータが絶対値で算出されることを特徴とす
る。
【００１９】本発明による液晶表示装置の駆動方法の前
記差を算出する段階は、前記修正されたデータと前記正
常入力データを加算する段階と、修正されたデータと前
記正常入力データを減算する段階を含む。
【００２０】本発明による液晶表示装置の駆動方法は、
前記正常入力データを遅延させる段階と、遅延された正
常入力データと前記正常入力データを比較する段階と、
前記比較結果により前記加算されたデータと減算された
データのうちいずれか１つを選択する段階を更に含む。
【００２１】本発明による液晶表示装置の駆動方法にお
いて、前記選択されたデータは予め設定された前記修正
されたデータと同一であることを特徴とする。
【００２２】本発明による液晶表示装置の駆動方法は、
前記データ修正手段と前記正常入力データを加算して予
め設定された前記データ修正手段を出力することを特徴
とする。
【００２３】本発明による液晶表示装置の駆動方法は、
正常入力データを上位ビットと下位ビットに分割する段
階と、上位ビットを遅延させる段階と、前記修正された
データと遅延されていない上位ビットを加算する段階
と、修正されたデータと前記遅延されていない上位ビッ
トを減算する段階と、遅延された上位ビットと遅延され
ていない上位ビットを比較する段階と、比較結果により
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前記加算されたデータと減算されたデータのうちいずれ
か１つを選択することにより前記データ修正手段を出力
する段階を更に含む。
【００２４】本発明による液晶表示装置の駆動方法は、
正常入力データを上位ビットと下位ビットに分割する段
階と、上位ビットを１フレーム期間遅延させる段階と、
データ修正手段と遅延されていない上位ビットを加算し
て既に設定された前記修正データを出力する段階を更に
含む。
【００２５】本発明による液晶表示装置の駆動方法にお
いて前記修正データは前記遅延されたデータと遅延され
ていないデータの変化の有無により選択されたことを特
徴とする。
【００２６】本発明による液晶表示装置の駆動方法にお
いて前記修正データは前記遅延されたデータと遅延され
ていないデータの変化の有無により選択されたことを特
徴とする。
【００２７】本発明による液晶表示装置の駆動装置は正
常入力データを入力受ける入力ラインと、予め設定され
た修正データと前記入力ラインからの正常入力データの
差を算出してその差のデータを利用して前記正常入力デ
ータを修正する修正器とを具備する。
【００２８】本発明による液晶表示装置の駆動装置にお
いて前記差のデータは絶対値であることを特徴とする。
【００２９】本発明による液晶表示装置の駆動装置は修
正データと前記正常入力データを加算する加算器と、修
正データと前記正常入力データを減算する減算器とを具
備する。
【００３０】本発明による液晶表示装置の駆動装置は正
常入力データを遅延させるフレームメモリと、遅延され
た正常入力データと前記正常入力データを比較する比較
機と、比較機の比較結果により前記加算されたデータと
減算されたデータの中のいずれか１つを選択する選択装
置とを更に具備する。
【００３１】本発明による液晶表示装置の駆動装置にお
いて前記選択されたデータは予め設定された前記修正デ
ータと同一であることを特徴とする。
【００３２】本発明による液晶表示装置の駆動装置にお
いて修正データと前記正常入力データを加算して予め設
定された前記修正データを出力する加算器とを具備す
る。
【００３３】本発明による液晶表示装置の駆動装置は正
常入力データの上位ビットを遅延させるフレームメモリ
と、修正データと前記遅延されていない上位ビットを加
算する加算器と、修正データと前記遅延されていない上
位ビットを減算する減算器と、遅延された上位ビットと
遅延されていない上位ビットを比較する比較機と、比較
結果により前記加算されたデータと減算されたデータの
中のいずれか１つを選択する選択装置とを更に具備す
る。

8
【００３４】本発明による液晶表示装置の駆動装置は正
常入力データの上位ビットを遅延させるフレームメモリ
と、修正データと遅延されていない上位ビットを加算し
て予め設定された前記修正データを出力する加算器とを
更に具備する。
【００３５】本発明による液晶表示装置の駆動装置にお
いて前記修正データは前記遅延されたデータと遅延され
ていないデータの変化の有無により選択されることを特
徴とする。
【００３６】本発明による液晶表示装置の駆動装置にお
いて前記修正データは前記遅延されたデータと遅延され
ていないデータの変化の有無により選択されることを特
徴とする。
【００３７】
【作用】本発明による液晶表示装置の駆動方法及び装置
は予め設定された高速駆動データで正常駆動データを引
いた差またはその差の絶対値に修正データを決定する。
【００３８】
【発明の実施態様】以下、図５乃至図１０を参照して本
発明の好ましい実施例について説明する。
【００３９】図５に示すように、本発明による液晶表示
装置の駆動装置は、複数のデータライン（５５）と複数
のゲートライン（５６）の交差部に液晶セル（Ｃｌｃ）
を駆動するためのＴＦＴが形成された液晶パネル（５
７）と、液晶パネル（５７）のデータライン（５５）に
データを供給するためのデータドライバ（５３）と、液
晶パネル（５７）のゲートライン（５６）にスキャニン
グパルスを供給するためのゲート・ドライバ（５４）
と、デジタル・ビデオ・データと同期信号（Ｈ、Ｖ）が
供給されるタイミング・コントローラ（５１）と、タイ
ミング・コントローラ（５１）とデータ・ドライバ（５
３）の間に接続されて入力データ（ＲＧＢデータ）を修
正するためのデータ修正部（５２）とを具備する。
【００４０】液晶パネル（５７）は二枚のガラス基板の
間に液晶が注入されて、その下部ガラス基板の上にデー
タライン（５５）とゲートライン（５６）が相互直交に
なるように形成される。データライン（５５）とゲート
ライン（５６）の交差部に形成されたＴＦＴはスキャニ
ングパルスに応答してデータライン（５５）上の液晶セ
ル（Ｃｌｃ）に供給する。このために、ＴＦＴのゲート
電極はゲートライン（５６）に接続されて、ソース電極
はデータライン（５５）に接続される。そしてＴＦＴの
ドレーン電極は液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に接続さ
れる。
【００４１】タイミング・コントローラ（５１）は図示
しないデジタル・ビデオ・カードから供給されるデジタ
ル・ビデオ・データを再整列する。タイミング・コント
ローラ（５１）により再整列されたデータ（ＲＧＢデー
タ）はデータ修正部（５２）とライン・メモリ（５９）
に供給される。
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【００４２】また、タイミング・コントローラ（５１）
は入力される水平/垂直同期信号（Ｈ、Ｖ）を利用して
ドットクロック（Ｄｃｌｋ）、ゲート・スタート・パル
ス（ＧＳＰ）、図示しないゲート・シフト・クロック
（ＧＳＣ）、出力インエーブル/ディスエーブル信号の
タイミング制御信号と極性の制御信号を生成してデータ
・ドライバ（５３）とゲート・ドライバ（５４）を制御
する。ドットクロック（Ｄｃｌｋ）と極性制御信号はデ
ータ・ドライバ（５３）に供給されて、ゲート・スター
ト・パルス（ＧＳＰ）とゲート・シフト・クロック（Ｇ
ＳＣ）はゲートドライバ（５４）に供給される。
【００４３】ゲート・ドライバ（５４）はタイミング・
コントローラ（５１）から供給されるゲート・スタート
・パルス（ＧＳＰ）とゲート・シフト・クロック（ＧＳ
Ｃ）に応答してスキャンパルス即ち、ゲート・ハイパル
スを順次的に発生するシフト・レジスタと、スキャンパ
ルスの電圧を液晶セル（Ｃｌｃ）の駆動に適合のレベル
にシフトさせるためのレベル・シフトを含む。このスキ
ャンパルスに応答してＴＦＴはターン・オンされる。Ｔ
ＦＴがターン・オンされる際に、データライン（５５）
上のビデオ・データは液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に
供給される。
【００４４】データ・ドライバ（５３）にはデータ修正
部（５２）により修正された赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青
（Ｂ）色の修正データ（RGB  Ｍデータ）が供給される
と共に、タイミング・コントローラ（５１）からドット
クロック（Ｄｃｌｋ）が入力される。このデータ・ドラ
イバ（５３）はドットクロック（Ｄｃｌｋ）により赤
（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）色の修正データ（RGB  
Ｍデータ）をサンプリングした後に、１ライン分ずつラ
ッチする。このデータ・ドライバ（５３）によりラッチ
されたデータはアナログ・データに変換されて毎スキャ
ン期間毎にデータライン（５５）に供給される。データ
・ドライバ（５３）は修正データに対応するガンマ電圧
をデータライン（５５）に供給することもできる。
【００４５】データ修正部（５２）は直前のフレーム
（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）の変化の有無に
よりルックアップ・テーブルを利用して現在入力される
データ（RGB  data）を修正する。ルックアップ・テー
ブルに登録された修正データは高速駆動に適合に設定さ
れたデータで正常駆動データを引いた差の絶対値または
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差値である。ここで、正常駆動データはデータ修正をし
ない正常的なデータを意味する。
【００４６】図６は本発明の第１実施例によるデータ修
正部（５２）を表す。
【００４７】図６を参照すると、本発明によるデータ修
正部（５２）はタイミングコントローラ（５１）から最
上位の上位ビットデータ（ＭＳＢ）が入力されるフレー
ムメモリ（６３）と、高速駆動に適合の修正データで正
常駆動データを引いた差の絶対値に最上位修正データを
修正するためのルックアップ・テーブル（６４）と、ル
ックアップ・テーブル（６４）から出力された修正デー
タと上位ビットバスライン（６２）からのデータを加算
するための加算器（６５）と、ルックアップ・テーブル
（６４）から出力された修正データと上位ビットバスラ
イン（６２）からのデータを減算するための減算器（６
６）と、加算器（６５）と減算器（６６）の出力を選択
するためのマルチプレックサ（以下、「ＭＵＸ」とい
う）（６８）と、ＭＵＸ（６８）を制御するための比較
機（６７）とを具備する。
【００４８】フレームメモリ（６３）はタイミングコン
トローラ（５１）の上位ビットバスライン（６２）に接
続されてタイミングコントローラ（５１）から入力され
る最上位のビットデータ（ＭＳＢ）を一フレーム期間の
間に保存する。そしてフレームメモリ（６３）は毎フレ
ームに保存された最上位のビットデータ（ＭＳＢ）をル
ックアップ・テーブル（６４）に供給する。
【００４９】ルックアップ・テーブル（６４）には高速
駆動方式に適合に設定されたデータで現在入力される正
常駆動データを引いた差の絶対値に決定された修正デー
タが登録される。
【００５０】フレームメモリ（６３）はルックアップ・
テーブル（６４）に入力される最上位のビットデータ
（ＭＳＢ）を４ビットに仮定したとき、ルックアップ・
テーブル（６４）に登録された修正データは表１で下の
表２のような正常駆動データを引いた差の絶対値に決定
される。その絶対値に決定された修正データを表３に示
す。
【００５１】表２は修正なく正常駆動されるビデオ・デ
ータを表１のようなルックアップ・テーブル形式に再構
成したことである。
【表２】
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【表３】

表２及び表３において、左側列は直前のフレーム（Ｆｎ
－１）のデータ電圧（ＶＤｎ－１）であり、最上側行は
現在のフレーム（Ｆｎ）のデータ電圧（ＶＤｎ）であ
る。
【００５３】表３で分かるように、本発明によるルック
アップ・テーブル（６４）のデータ幅はルックアップ・
テーブルに登録されたデータ（以下、「ルックアップ・
テーブル・データ」という）が「６」を越えないので３
ビットに設定することができる。この場合、ルックアッ
プ・テーブル（６４）のメモリの大きさは２５６×３＝
７６８ビットに過ぎなくなる。ここで、左辺の１番目の
項「２５６」は直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフ
レーム（Ｆｎ）それぞれの４ビットの最上位ビットデー
タ（ＭＳＢ）のソースデータの積（１６×１６）であ
り、左片の二番目の項「３」はルックアップ・テーブル
（６４）内に登録された表３の修正データのデータ幅
（３ビット）である。これに比べて、最上位ビットデー
タ（ＭＳＢ）が４ビットに設定された場合に従来の高速
駆動方式はそのルックアップ・テーブルのメモリ大きさ
が２５６×４＝１０２４ビットである。
【００５４】表１のような高速駆動に適合する修正デー

タを得るためには、現在のフレーム（Ｆｎ）と直前のフ
レーム（Ｆｎ－１）の間のデータ値の大小関係により、
現在のフレーム（Ｆｎ）の最上位ビットデータ（ａ）と
表３のルックアップ・テーブルデータを加算するか又は
減算する。
【００５５】現在のフレーム（Ｆｎ）で入力される最上
位ビットデータ（ａ）の値が直前のフレーム（Ｆｎ－
１）のそれ以上であると、ルックアップ・テーブルデー
タが現在のフレーム（Ｆｎ）に入力される最上位ビット
データ（ａ）即ち、表２の正常駆動データに加算され
る。反対に、現在のフレーム（Ｆｎ）に入力される最上
位ビットデータ（ａ）の値が直前のフレーム（Ｆｎ－
１）のそれより小さいと、ルックアップ・テーブルデー
タが現在のフレーム（Ｆｎ）の最上位ビットデータ
（ａ）即ち、表２の正常駆動データに減算される。
【００５６】例えば、表３のルックアップ・テーブルデ
ータにおいて直前のフレーム（Ｆｎ－１）と現在のフレ
ーム（Ｆｎ）の間にルックアップ・テーブル（６４）に
入力された最上位ビットデータ（ＭＳＢ）が「２」から
「９」に変化するルックアップ・テーブルデータ（２、
９）は「３」である。このルックアップ・テーブルデー
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タ（２、９）の値「３」が表１のような高速駆動修正デ
ータ（２、９）のような「１２」になるためには現在入
力される「９」にルックアップ・テーブルデータ（２、
９）の「３」が加算される。反対に、表３のルックアッ
プ・テーブルデータにおいて直前のフレーム（Ｆｎ－
１）と現在のフレーム（Ｆｎ）の間にルックアップ・テ
ーブル（６４）に入力された最上位ビットデータ（ＭＳ
Ｂ）が「１３」から「９」に変化したルックアップ・テ
ーブルデータ（１３、９）は「３」である。このルック
アップ・テーブルデータ（１３、９）の値が「３」が表
１のような高速駆動修正データ（１３、９）のような
「６」になるためには現在入力される「９」にルックア
ップ・テーブルデータ（２、９）の「３」が加算され
る。このような高速駆動のためのルックアップ・テーブ
ルデータの処理は加算器（６５）、減算器（６６）、Ｍ
ＵＸ（６８）及び比較機（６７）により遂行される。
【００５７】加算器（６５）は現在のフレーム（Ｆｎ）
に入力される最上位修正ビットデータ（ａ）とルックア
ップ・テーブル（６４）のルックアップ・テーブルデー
タ（｜Ｄ｜）を加算してＭＵＸ（６８）の第１入力端子
に供給する。
【００５８】減算器（６６）は現在のフレーム（Ｆｎ）
に入力される最上位修正ビットデータ（ａ）でルックア
ップ・テーブル（６４）のルックアップ・テーブルデー*
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*タ（｜Ｄ｜）を減算してＭＵＸ（６８）の第２入力端子
に供給する。
【００５９】比較機（６７）は上位ビットバスライン
（６２）から入力される現在のフレーム（Ｆｎ）の最上
位ビットデータ（ａ）とフレームメモリ（６３）により
遅延された直前のフレーム（Ｆｎ－１）の最上位ビット
データ（ｂ）を比較する。現在のフレーム（Ｆｎ）の最
上位ビットデータ（ａ）が直前のフレーム（Ｆｎ－１）
のそれ以上であると、比較機（６７）はハイ論理「１」
のＭＵＸ制御信号を発生する。反面、現在のフレーム
（Ｆｎ）の最上位ビットデータ（ａ）が直前のフレーム
（Ｆｎ－１）のそれより小さいと、比較機（６７）はロ
ー論理「０」のＭＵＸ制御信号を発生する。
【００６０】ＭＵＸ（６８）は比較機（６７）からのＭ
ＵＸ制御信号に応答して加算器（６５）と減算器（６
６）の出力信号の中のいずれか１つを選択する役割をす
る。ＭＵＸ制御信号の論理値がハイ論理「１」である
と、ＭＵＸ（６８）は加算器（６５）の出力信号を選択
する。反面、ＭＵＸ制御信号の論理値がロー論理「０」
であると、ＭＵＸ（６８）は減算器（６６）の出力信号
を選択する。
【００６１】ＭＵＸ（６８）により選択されたデータは
下の関係式（１）乃至（３）のような高速駆動条件を満
足するようにその値が設定される。

        ＶＤｎ  ＜  ＶＤｎ－１  ---＞  ＭＶＤｎ  ＜  ＶＤｎ----
--（１）
        ＶＤｎ  ＝  ＶＤｎ－１  ---＞  ＭＶＤｎ  ＝  ＶＤｎ----
--（２）
        ＶＤｎ  ＞  ＶＤｎ－１  ---＞  ＭＶＤｎ  ＞  ＶＤｎ----
--（３）

【００６２】（１）乃至（３）において、ＶＤｎ－１は
直前のフレームのデータ電圧、ＶＤｎは現在のフレーム
のデータ電圧、そしてＭＶＤｎは修正データ電圧をそれ
ぞれ表す。
【００６３】このようなデータ修正方法は図７のような
流れ図として整理した。
【００６４】図７を参照すると、データ修正部（６２）
は現在のフレーム（Ｆｎ）と直前のフレーム（Ｆｎ－
１）のそれぞれで最上位ビットデータ（ａ、ｂ）を読み
出す。（Ｓ７１及びＳ７２段階）
【００６５】読み出された最上位ビットデータ（ａ、
ｂ）は比較機（６７）により比較される。（Ｓ７３段
階）
【００６６】Ｓ７３段階で、現在のフレーム（Ｆｎ）が
最上位ビットデータ（ａ）が直前のフレーム（Ｆｎ－
１）のそれ以上と判断されると、加算器（６５）により
加算されたデータが選択される。（Ｓ７４段階）反面
に、Ｓ７３段階で、現在のフレーム（Ｆｎ）が最上位ビ
ットデータ（ａ）が直前のフレーム（Ｆｎ－１）のそれ
より小さいと判断されると、減算器（６６）により減算
されたデータが選択される。（Ｓ７５段階）
【００６７】図８は本発明の第２実施例によるデータ修
正部（５２）を表す。

【００６８】図８を参照すると、本発明によるデータ修
正部（５２）はタイミング・コントローラ（５１）から
８ビットのフルビットデータ（ＭＳＢ）が入力されるフ
レームメモリ（８３）と、高速駆動に適合の修正データ
で正常駆動データを引いた差の絶対値にフルビットのデ
ータを修正するためのルックアップ・テーブル（８４）
と、ルックアップ・テーブル（８４）から出力された修
正データと入力ライン（８１）からのデータを加算する
ための加算器（８５）と、ルックアップ・テーブル（８
４）から出力された修正データと入力ライン（８１）か
らのデータを減算するための減算器（８６）と、加算器
（８５）と減算器（８６）の出力を選択するためのＭＵ
Ｘ（８８）と、ＭＵＸ（８８）を制御するための比較機
（８７）とを具備する。
【００６９】フレームメモリ（８３）は入力ライン（８
１）を経由してタイミングコントローラ（５１）から入
力されるフルビットのデータを一フレーム期間の間に保
存する。そしてフレームメモリ（８３）は毎フレームに
保存されたフルビットのデータをルックアップ・テーブ
ル（８４）に供給する。
【００７０】ルックアップ・テーブル（８４）には高速
駆動方式に適合に予め設定されたデータで現在入力され
る正常駆動データを引いた差の絶対値に決定されたルッ
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クアップ・テーブルデータ（｜Ｄ｜）が登録される。ル
ックアップ・テーブルデータ（｜Ｄ｜）は前記差の絶対
値に決定されるためにそのデータ幅がフルビットのソー
スデータ（８ｂ）のそれより小さく設定される。ルック
アップ・テーブル（８４）に入力される直前のフレーム
（Ｆｎ－１）と現在のフレーム（Ｆｎ）のソースデータ
（８ｂ）がそれぞれ８ビットであり、ルックアップ・テ

16
ーブルデータ（｜Ｄ｜）のデータ幅が７ビットまたは６
ビットに設定されると仮定するとき、ルックアップ・テ
ーブル（８４）のメモリの大きさは下の表４のようにそ
れぞれ４５９Ｋｂまたは３９３Ｋｂ以下になる。
【００７１】
【表４】

加算器（８５）は現在フレーム（Ｆｎ）に入力されるフ
ルビットのソースデータ（８ｂ）とルックアップ・テー
ブル（８４）のルックアップ・テーブルデータ（｜Ｄ
｜）を加算してＭＵＸ（８８）の第１入力端子に供給す
る。
【００７２】減算器（８６）は現在フレーム（Ｆｎ）に
入力されるフルビットのソースデータ（８ｂ）とルック
アップ・テーブル（８４）のルックアップ・テーブルデ
ータ（｜Ｄ｜）を減算してＭＵＸ（８８）の第２入力端
子に供給する。
【００７３】比較機（８７）は入力ライン（８１）から
入力される現在フレーム（Ｆｎ）のソースデータ（８
ｂ）とフレームメモリ（８３）により遅延された直前の
フレーム（Ｆｎ－１）のデータ（Ｄ８ｂ）を比較する。
現在フレーム（Ｆｎ）のソースデータ（８ｂ）が直前の
フレーム（Ｆｎ－１）のそれ以上であると、比較機（８
７）はハイ論理「１」のＭＵＸ制御信号が発生する。反
面、現在フレーム（Ｆｎ）のソースデータ（８ｂ）が直
前のフレーム（Ｆｎ－１）のそれより小さいと、比較機
（８７）はロー論理「０」のＭＵＸ制御信号が発生す
る。
【００７４】ＭＵＸ（８８）は比較機（８７）からのＭ
ＵＸ制御信号に応答して加算器（８５）と減算器（８
６）の出力信号の中のいずれか一つを選択する役割をす
る。ＭＵＸ制御信号の論理値がハイ論理「１」である
と、ＭＵＸ（８８）は加算器（８５）の出力信号を選択
する。反面、ＭＵＸ制御信号の論理値がロー論理「０」
であると、ＭＵＸ（８８）は減算器（８６）の出力信号
を選択する。
【００７５】ＭＵＸ（８８）により選択されたデータは
関係式（１）乃至（３）のような高速駆動条件を満足す

るようにその値が設定される。
【００７６】図９は本発明の第３実施例によるデータ修
正部（５２）を表す。
【００７７】図９を参照すると、本発明によるデータ修
正部（５２）はタイミング・コントローラ（５１）から
最上位の上位ビットデータ（ＭＳＢ）が入力されるフレ
ームメモリ（９３）と、高速駆動に適合の修正データで
正常駆動データを引いた差の絶対値に最上位修正データ
（ＭＳＢ）を修正するためのルックアップ・テーブル
（９４）と、ルックアップ・テーブル（９４）から出力
された修正データと上位ビットバスライン（９２）から
のデータを加算するための加算器（９５）とを具備す
る。
【００７８】フレームメモリ（９３）はタイミングコン
トローラ（５１）の上位ビットバスライン（９２）に接
続されてタイミングコントローラ（５１）から入力され
る最上位のビットデータ（ＭＳＢ）を一フレーム期間の
間に保存する。そしてフレームメモリ（９３）は毎フレ
ームに保存された最上位のビットデータ（ＭＳＢ）をル
ックアップ・テーブル（９４）に供給する。
【００７９】ルックアップ・テーブル（９４）には高速
駆動方式に適合に予め設定されたデータで現在入力され
る正常駆動データを引いた差の絶対値に決定された修正
データが登録される。このルックアップ・テーブルデー
タは表３で符号が付加されて表５のようになる。従っ
て、ルックアップ・テーブル（９４）のメモリの大きさ
は図６に図示されたそれに符号ビットとして追加された
１ビットだけ増加しないが、ルックアップ・テーブルデ
ータの値が前記差の値に決定されて従来のルックアップ
・テーブルよりは小さくなる。
【表５】



(10) 特開２００３－８４７４３

10

20

30

17

表５において、左側列は直前のフレーム（Ｆｎ－１）の
データ電圧（ＶＤｎ－１）であり、最上側行は現在のフ
レーム（Ｆｎ）のデータ電圧（ＶＤｎ）である。負の符
号が付加されたルックアップ・テーブルデータは関係式
（１）の条件に当たって、符号が付加されない即ち、量
の正数であるルックアップ・テーブルデータは関係式
（２）及び（３）に当たる。このように符号が併記され
た表５のルックアップ・テーブルデータは表２の正常駆
動データに単純に加算されると表１のような高速駆動デ
ータになる。
【００８０】加算器（９５）は表２のような現在のフレ
ーム（Ｆｎ）の最上位修正データとルックアップ・テー
ブル（９４）の表５のルックアップ・テーブルデータを
加算する。このように加算器（９５）により加算された
データは関係式（１）乃至（３）ような高速駆動条件を
満足する。
【００８１】図１０は本発明の第３実施例によるデータ
修正部（５２）を表す。
【００８２】図１０を参照すると、本発明によるデータ
修正部（５２）はタイミング・コントローラ（５１）か
ら８ビットのデータ（ＭＳＢ）が入力されるフレームメ
モリ（１０３）と、高速駆動に適合の修正データで正常
駆動データを引いた差の絶対値にフルビットのデータを
修正するためのルックアップ・テーブル（１０４）と、
ルックアップ・テーブル（１０４）から出力された修正
データと入力ライン（１０１）からのデータを加算する
ための加算器（１０５）とを具備する。
【００８３】フレームメモリ（１０３）は入力ライン
（１０１）を経由してタイミングコントローラ（５１）
から入力されるフルビットのデータを一フレーム期間の
間に保存する。そしてフレームメモリ（１０３）は毎フ
レームに保存されたフルビットのデータをルックアップ
・テーブル（１０４）に供給する。
【００８４】ルックアップ・テーブル（１０４）には高
速駆動方式に適合に予め設定されたデータで現在入力さ
れる正常駆動データを引いた差の絶対値に決定されたル*
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*ックアップ・テーブルデータが登録される。ルックアッ
プ・テーブルデータには表４のように符号ビットが追加
される。このルックアップ・テーブルデータは前記差に
決定されるためにそのデータ幅が符号ビットが付加され
るとしてもフルビットのソースデータのそれより小さく
設定される。
【００８５】加算器（１０５）は現在のフレーム（Ｆ
ｎ）に入力されるフルビットのソースデータと表４のよ
うなルックアップ・テーブルデータを加算する。加算器
（１０５）により加算されたデータは関係式（１）乃至
（３）のような高速駆動条件を満足する。
【００８６】
【発明の効果】上述のように、本発明による液晶表示装
置の駆動方法及び装置は予め設定された高速駆動データ
で正常駆動データを引いた差またはその差の絶対値に修
正データを決定する。その結果、ルックアップ・テーブ
ルのメモリの大きさが減るようになることは勿論、液晶
の応答速度を補正するための修正データとして入力デー
タを修正するので画質がその分向上する。更に、フルビ
ット比較方式にデータが修正されると共にフルビットに
修正データが精製されてもルックアップ・テーブルのメ
モリの大きさが小さくて修正データの値の決定の自由度
が大きくなる。
【００８７】以上説明した内容を通し、当業者であれば
本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な変更及び修
正が可能であることが分かる。例えば、データ修正部は
ルックアップ・テーブル以外にもプログラムとこれを実
行するためのマイクロプロッセッサのような異なる形態
にすることもできる。また、本発明による技術的思想は
データ修正が必要なすべての分野、例えば、通信、光メ
ディア、液晶表示装置以外の異なるデジタル平板表示装
置に適用することができる。従って、本発明の技術的な
範囲は、明細書の詳細な説明に記載された内容に限定さ
れず、特許請求の範囲によって定められる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  図１は通常の液晶表示装置においてデータに
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よる輝度変化を表す波形図である。
【図２】  図２は従来の高速駆動方法においてデータ修
正による輝度変化の一例を表す波形図である。
【図３】  図３は８ビットのデータで従来の高速駆動方
法の一例を表す図面である。
【図４】  図４は従来の高速の駆動装置を表すブロック
図である。
【図５】  図５は本発明の実施例による液晶表示装置の
駆動装置を表すブロック図である。
【図６】  図６は図５に図示されたデータ修正部の第１
実施例を表すブロック図である。
【図７】  図７は図６に図示されたデータ修正部の制御
手順を段階的に表す流れ図である。
【図８】  図８は図５に図示されたデータ修正部の第２
実施例を表すブロック図である。
【図９】  図９は図５に図示されたデータ修正部の第３
実施例を表すブロック図である。
【図１０】  図１０は図５に図示されたデータ修正部の*
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*第４実施例を表すブロック図である。
【符号の説明】
４２、６２：上位ビット・バスライン
４３、６３、８３、９３、１０３：フレーム・メモリ
４４、６４、８４、９４、１０４：ルックアップ・テー
ブル
５１：タイミング・コントローラ
５２、６２：データ修正部
５３：データ・ドライバ
５４：ゲート・ドライバ
５５：データライン
５６：ゲートライン
５７：液晶パネル
６５、８５、９５、１０５：加算器
６６、８６：減算器
６７、８７：比較機
６８、８８：マルチプレックサ（ＭＵＸ）
８１、１０１：入力ライン

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】

【図５】

【図７】
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